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卒業必修 保育士必修 幼稚園教諭必修 選択 

授業科目名： 

子どもと言葉 

ナンバリング：2323 

教員の免許状／保育士資格 
取得のための必修科目 

単位数：1単位 
（半期）演習 

担当教員名：細田香織 

担当形態：単独 

科 目／系 列 領域及び保育内容の指導法に関する科目 

／保育の内容・方法に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 
／教科目 

領域に関する専門的事項 

・言葉 

／保育内容の理解と方法 

授業の到達目標及びテーマ  
1.言葉のもつ意義と機能を理解できる。 
2.言葉に対する感覚を豊かにする実践について理解できる。 
3.言葉を育て、想像力を育む児童文化財の意義について理解し、実践力を身につけることができる。 

授業の概要 
「言葉」の意義と機能について理解した上で、子どもの言葉を育て、言葉に対する感覚を 
豊かにする教材や実践に関する知識を身につける。 

授業計画 

第１回：言葉にはどのような力があるか―意見の交流から― 
第２回：言葉の意義と機能 
第３回：言葉の獲得―乳児期から小学校前まで― 
第４回：小1プロブレムと幼・保で育てる「言葉」について 
第５回：読み聞かせ・素話・紙芝居・幼年童話の魅力と意義 
第６回： 読み聞かせ研究の現在と実践家の書籍から 
第７回：読み聞かせの実際―現場での実践ビデオから学ぶ― 
第８回： 昔話の構造と魅力 
第９回： 昔話絵本の比較から学ぶ 
第１０回：子守歌・童謡（メロディーを伴った言葉の力） 
第１１回：『センス・オブ・ワンダー』に学ぶ 
     －子どもの世界を理解し共感し共に探索する姿勢― 
第１２回：言葉の感覚を豊かにする実践とは① 
     －新聞記事等を基に、事例に学ぶ― 
第１３回：言葉の感覚を豊かにする実践とは② 
     －自ら実践を考えてみよう― 
第１４回：言葉の感覚を豊かにする実践とは③ 
     －実践案を交流しよう― 
第１５回：言葉の感覚を豊かにする実践を踏まえた部分指導案作成 
定期試験：筆記 

授業時間外の学習 
毎回４０分～６０分程度 
・絵本リストを作成する。各自、
紹介された絵本のみならず、
たくさんの絵本を追加できる
よう図書館を利用して読み、
書き入れること。 

 
・単元に合わせて準備してくる
こと等、宿題が課される。忘
れず調べたり用意したりする
こと。 

 
・日常から自らの「言葉」環境
についても内省し、「言葉」
についての感覚を磨き、実践
に生かせるよう努めること。 

授業の方法  
グループ活動、クラスでの意見交流等も行いながら授業を進める。ディスカッションも行う。 
授業で集めたプリントやレポートには、赤でコメント等を入れて返却する。 
テキスト 『子どもの育ちと「ことば」』 監修 松川利広 編著 横山真貴子 教育情報出版 

参考書・参考資料等  
『子どもとことば』岡本夏木著 岩波書店 
『ことばと発達』 岡本夏木著 岩波書店  
『センス・オブ・ワンダー』レイチェル・カーソン著 上遠恵子訳、新潮社 
『幼稚園教育要領』(最新版)、『 幼保連携型認定こども園教育・保育要領』(最新版) 他 

学生に対する評価  ルーブリック評価を活用する。 
定期試験の成績（４０％）、提出物（３０％）、授業参画度（３０％）を判断して評価する。  
履修上の注意 
互いに意見を出したり発表したりする活動が多い。主体的に参加し、準備等も行うこと。 
実務経験の有無 無 実務経験  

実務経験を活かした教育内容  

 




